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研究成果の概要（和文）：赤潮毒性研究には、これまで、魚や貝類など海洋生物を用いた方法が主流であった。本研究
では、赤潮生物の毒性を解析するための、通常の実験室でも対応できる高感度でしかも簡便なマイクロバイオアッセイ
法の確立とその有効性の検証を目的とした。その結果、調べた赤潮プランクトンの内、カレニア・ミキモトイが特に強
い細胞毒性を発現する事がわかった。さらに、カレニア・ミキモトイの強毒株と弱毒株のアワビやクマエビに対する毒
性と培養細胞を用いた毒性試験の結果は良く相関していた。以上の結果は、赤潮研究、特にその毒性機構解明にマイク
ロバイオアッセイ法は有効性を示すことがわかった。

研究成果の概要（英文）：Harmful algal blooms (HABs) are one of serious environmental problems. To investig
ate the toxic mechanism of HABs species, direct exposure experiments against fish or shellfish have been c
onducted. However, such exposure experiments generally require special animal rearing facilities and mass-
culture of phytoplankton. Usage of appropriate cultured cells as an alternative for whole living animals s
eems to be a promising strategy. We evaluated lactate dehydrogenase (LDH)-release assay as a simple estima
tion method for toxic potential of harmful algal species at cellular level. Live cell suspension of Kareni
a mikimotoi (strain SUO-1), which is highly toxic to rotifer and has potent hemolytic activity, induced th
e release of significant levels of LDH from all the cell lines tested in cell-density and time-dependent m
anners, whereas another strain of K. mikimotoi (strain FUK), which is less-toxic to rotifer and has low he
molytic activity, showed fairly low activities. 
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１．研究開始当初の背景 
赤潮は発生海域の多様な生物を斃死させる
事は古くから知られているが、その毒性機構
の詳細は未だ不明である。赤潮の原因生物は
微細祝物プランクトンであるが、その種類は
多様であるのに加え、それらの毒性機構も多
種多様であり、その解明を困難にしている一
因となっている。また、赤潮毒性研究には、
これまで、魚や貝類など海洋生物を用いた方
法が主流であった。しかしながら、これら海
洋生物の飼育には特別な施設が必要である
ことや操作の煩雑さ、さらに再現性に乏しい
等の問題が指摘されている。従って、赤潮原
因生物の毒性を調べるより簡便な方法の開
発が求められている。 
２．研究の目的 
本研究では、赤潮生物の毒性を解析するため
の、通常の実験室でも対応できる高感度でし
かも簡便なマイクロバイオアッセイ法の確
立とその有効性の検証を目的とした。 
３．研究の方法 
特に毒性が強い赤潮原因種であるシャット
ネラ、カレニア・ミキモトイ、ヘテロカプサ・
サーキュラリスクアーマを対象としたマイ
クロバイオアッセイ法開発に取り組んだ。こ
れまでに実施した種々の動物種の赤血球に
対する溶血活性、ワムシやアルテミアなどの
動物プランクトンに対する毒性、海洋細菌
（ビブリオ属）に対する毒性試験に加え、特
に動物培養細胞をターゲットとして赤潮プ
ランクトンの直接暴露での毒性検定法開発
に取り組んだ。 
４．研究成果 
ブリ鰓由来上皮細胞や Vero 細胞に加え、ニ
ジマス鰓由来細胞も導入し、検討した。その
結果、調べた赤潮プランクトンの内、カレニ
ア・ミキモトイが特に強い細胞毒性を発現す
る事がわかった。カレニア・ミキモトイにつ
いては、これまでの研究で強毒株と弱毒株が
得られており、今回用いた培養細胞に対する
毒性も、株の相違を反映する結果が得られた。
さらに、カレニア・ミキモトイの強毒株と弱
毒株のアワビやクマエビに対する毒性と培
養細胞を用いた毒性試験の結果は良く相関
していた。以上の結果は、赤潮研究、特にそ
の毒性機構解明にマイクロバイオアッセイ
法は有効性を示すことがわかった。 
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